
〇渋川市社会福祉協議会 

■だれでも広場 年間人気ランキング第６位 

渋川市社協では、住んでいる場所や年齢に関係なく「だれでも」利用できる無料屋内広場「だれでも広

場」を運営している。全国的にも対象者を限定せず無料で利用できる屋内広場は珍しく、渋川市内外から

たくさんの人が利用している。 

開館は 10:00～16:00、社協職員手作りの「キッズスペ

ース」、「寄付物品を集めたおもちゃの部屋」廃棄予定の

パソコンを再セットアップして機材を揃えた「インター

ネットコーナー」、学生に人気の「勉強部屋」など、趣向

を凝らして、年間５万人近い来場者が訪れる人気施設と

なった。2018年度には群馬県屋内施設の年間人気ランキ

ング６位にもあげられている。 

しかし、「だれでも広場」も、新型コロナウイルスの

感染拡大防止のため、休止を余儀なくされ、多くの人

が外出を自粛している。 

ステイホーム応援イベント 

そこで、「家で過ごすみんなの毎日が少しでも楽し

くなるように･･･」、「みんなのこれからが少しでも明

るくなるように･･･」、「応援してるよ！一緒に頑張ろ

う」との思いから、全国各地から集まった寄付物品を自粛生活している中学生以下の子どもとその世帯に

プレゼントする企画を実施した。 

 

ｗｅｂ上で応募、県内の方にプレゼント 

Web 上に景品を並べ、欲しい物に応募してもらう形式のこの企

画は、これまでに４回企画されており、延べ 1,108 人の応募者の

中から 287 人に寄付物品が配布されている。 

当選したおもちゃを取りに来た親子連れのお母さんからは

「暗いニュースばかりの中、久しぶりに子どもに明るい話がで

きました。コロナの影響で収入も減り、子どもに何も買ってあげ

られないのでとても嬉しいです。」との声が聞かれ、当選した食

品を取りに来たお父さんは「休業となってしまい収入が減った

うえに休校も重なり家族全員が家で食事するので食費がかかり

ます。とてもありがたい。社協の皆さんに感謝しかない。」と語

っていた。このイベントが反響を呼び、県外から宅急便で届くお

もちゃも増えたという。 


